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「第4回 ロボット大賞」 受賞ロボット紹介

「ロボット大賞」運営事務局
 TEL:03-5644-7298  FAX:03-5644-7300  E-mail : info@robotaward.jp

 公式ウェブサイト  http://www.robotaward.jp/

お問い合わせ

ロボット大賞 ガイドブック
R O B O T  A W A R D

この事業は、競輪の補助を受けて実施しています。

http://ringring-keirin.jp

第4回 ロボット大賞（THE 4TH ROBOT AWARD）
主催 ： 経済産業省　 一般社団法人 日本機械工業連合会

この事業は、競輪の補助を受けて実施しています。

http://ringring-keirin.jp



「ロボット大賞」とは？ 「第4回 ロボット大賞」受賞ロボット一覧

ロボット大賞 概要

※２０１１年度は募集なし （次回の募集開始は２０１２年夏を予定しております。２０１２年度の実施概要が決定しましたら、ロボット大賞公式ウェブサイトにてご案内します。）

　「ロボット大賞」は、我が国のロボット技術の革新と用途拡大及び需要の喚起を促すため、
活躍したロボットの中から市場創出への貢献度や期待度の高いロボットや部品・ソフト
ウェアを表彰する制度で、２００６年に創設され、様々な場所で活躍する最新のロボット
や部品・ソフトウェアなどこれまで4回実施し、合わせて４３件が表彰されています。
　「ロボット大賞」を通じて我が国のロボット産業の一層の発展と、ロボット技術が実用化
されて私たちの暮らしに活用されることを期待しています。

経済産業省、一般社団法人日本機械工業連合会

日本国内で活躍したロボット及び部品・ソフトウェア

サービスロボット部門、産業用ロボット部門、公共・フロンティアロボット部門、
部品・ソフトウェア部門

審査における評価基準は、「市場創出の貢献度・期待度」（以下①及び②）と、
「技術的先進性」（以下③）とします。

①社会的必要性
　導入・販売の実績、将来のロボット市場創出の期待度、メリットの大きさ、
　公益性、ニーズの強さなど

②ユーザーの視点に立った評価
　利便性、実用性、経済性、デザイン性、維持コストなど

③技術的先進性
　安全性、新規性、技術的安定性、動作環境の汎用性や操作性など

「ロボット大賞」（経済産業大臣賞）
優秀賞の中から、審査基準に基づいて最も優れたロボット又は部品・ソフトウェ
アに授与

「最優秀中小・ベンチャー企業賞」（中小企業庁長官賞）
優秀賞の中から、「中小企業ならではの柔軟な発想」などを活かした最も優秀
なロボット又は部品・ソフトウェアに授与

「日本機械工業連合会会長賞」
優秀賞の中から、ロボット産業の振興において特に優れたロボット又は部品・
ソフトウェアに授与

「中小企業基盤整備機構理事長賞」
優秀賞の中から、特に中小企業分野でのロボット産業の振興において、優れた
ロボット又は部品・ソフトウェアに授与

「優秀賞」
部門ごとに、審査基準に基づいて、優れたロボット又は部品・ソフトウェアに授与

主 　 催：

審査対象：

部 　 門：

審査基準：

表 彰 位：
　 　

事業の目的 ①ロボット技術の開発と事業化を促進する 
 ②技術革新と用途拡大を加速する
 ③社会に役立つロボットに対する認知度を高める
 ④ロボットの需要を喚起することを目指す

※第４回ロボット大賞募集要項より抜粋

第4回ロボット大賞表彰式

人と協働するロボット

イチゴ収穫ロボット

ゲンコツロボット

R O B O T  A W A R D

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構
生物系特定産業技術研究支援センター
／シブヤ精機（旧エスアイ精工）株式会社



　受賞した大きな成果は、【安全に人と協働できる省エ
ネロボット】として広く認識していただいた事です。受賞
後はトヨタ社内展開及びトヨタグループ会社への導入
促進を図り、高品質且つ安価な日本の車つくりのために
貢献しています。今後は更なる低コスト化とロボットシ
ステムのコンパクト化により、車作り以外の部品作りに
も応用展開を進めて、製造業の省エネにも大きく貢献
してまいります。

トヨタ自動車（株）組立生技部　主幹
藤原 弘俊氏

〃　　　 生技開発部　主任
村山 英之氏

安全・快適に人と協働できる省エネロボット
受賞担当者のコメント



　受賞後、さまざまなメディアに「HAMDAS-R」を取り
上げていただきました。中でもインターネット配信され
たものは世界中から反響があり驚いています。世界中
への販売展開を進めるとともに、さらに手作業の感覚
的な動作に近づけるためにロボットでの再現精度を高
めています。また、他の食品加工工程へのロボット化展
開も進めており、不定形軟弱体の自動処理の可能性を
広げています。

株式会社前川電気　係長
海野 達哉氏

世界初のナイフを持った自動除骨ロボット

受賞担当者のコメント



　今回の受賞により、パナソニックが薬剤部の業務支援を
目的とした、アシストロボット群の開発・提案を行っているこ
とを、医療従事者だけでなく広く一般の方々にも理解して
いただくことができました。現在は、薬剤業務プロセスに応
じた支援ロボットのみならず、病棟や外来における業務支援
や看護支援など、より人と人との繋がりを意識した病院業務
全体のアシストを行っていくロボット群の開発を進め、病院
のスタッフの方々や患者様に優しい、安全・安心な病院丸ご
とロボット化に向けたソリューション構築を目指しています。

パナソニック ヘルスケア株式会社　医療機器・システムビジネスユニット
院内ロボットビジネスグループ　グループマネージャー

菊池 義弘氏

薬剤部まるごとロボット化 －人とロボットとの効率の良い労働分担－
受賞担当者のコメント



　受賞後、いろいろなメディアに「エクスプライナー」を取り
上げていただきました。最も大きな意味は、高圧電線点検を
ロボット化することが可能、という新技術が認知された事で
す。また、こうしたロボットは世界にもまだ実用化されていな
いことから、世界中の電力関係業界に、当ロボットの存在を
知ってもらうことができました。受賞当時は試験機段階でし
たが、受賞後社内でもより本ロボットへのエンジニアの想い
が高まり、今秋の利用に向け完成度をより高めた実用機を完
成することができました。今後も、新しいセンサ搭載版等、進
化し続ける「エクスプライナー」を世の中に出していきます。

受賞担当者のコメント

株式会社ハイボット　代表取締役
北野 菜穂氏

高圧送電線の活線点検ロボット



　「きぼう」ロボットアームは、日本初の“実用”宇宙ロボット
アームで、船外パレット上にある実験装置や搭載機器の交換
作業等の役割を担っています。これを使って船外パレットに
取り付けた観測装置などが成果を挙げたという話を聞くた
び、その任務を果たしたことを実感しています。ロボット大賞
において、開発・運用成果を評価頂き、日本科学未来館 館長
賞を受賞したことに関係者一同、非常に感激しております。蓄
積した「きぼう」ロボットアームの開発・運用技術より、今後、更
に地上ロボットと宇宙ロボットの技術交流が活発になり、宇宙
ロボットの世界が広がって行くことを期待しています。

宇宙航空研究開発機構　JEM運用技術センター　主任開発員
土井 忍氏

日本電気株式会社　JEMプロジェクトマネージャ
桑尾 文博氏

日本初の実用宇宙ロボットアーム
受賞担当者のコメント



　昨年は、本賞を始め、色々な受賞、あるいは、新聞、雑
誌等で取り上げていただき、色々な反響がありました。
創薬用の自動培養装置が、今年４月には、理化学研究所
のバイオリソースセンターに納入され、培養に使ってい
ただいています。８月には、再生医療用の自動培養装置
が、大阪大学医学部附属病院の未来医療センターに設
置され、再生医療の臨床使用を目指した試みがスター
トしました。

受賞担当者のコメント

川崎重工業株式会社
システム技術開発センター　ＭＤプロジェクト室長

中嶋 勝己氏

世界初、iPS細胞の自動培養も可能な細胞自動培養システム



　今回の受賞は、農業分野以外の方々からも農業用ロ
ボットの開発が進められて、実用化も間近との印象を持っ
ていただいたことの意義は大きいと思われます。農業分
野も高齢化、担い手不足の道は避けられない状況の中
で、１台でも多くの農業ロボットが農業現場で活躍し、農
作業の省力化、生産性の向上などに貢献することが期待
されます。いろいろな農作業にロボットが活躍する日を思
いつつ、さらなる開発研究に取り組んでまいります。

受賞担当者のコメント

独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構　生物系特定産業
技術研究支援センター　特別研究チーム（ロボット）　主任研究員

林 茂彦氏
シブヤ精機（旧エスアイ精工）株式会社　常務取締役　技術統括本部長

岡崎 剛政氏

世界が注目、イチゴ収穫ロボット

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 生物系特定産業技術研究支援センター／シブヤ精機（旧エスアイ精工）株式会社



　受賞後も、世界各国のメディアに取り上げていただいており
ます。本年は、JISSO PROTEC 2011においてMCとの掛け
合いで10分間におよぶ製品紹介を行い好評を博するととも
に、経済産業省事業「平成22年度クール・ジャパン戦略推進事
業（フランスを拠点とする海外販路開拓支援事業）」の一環と
して、フランス・パリにて開催されたFutur en Seineイベ
ント中の「JAPAN CREATIVE CAFÉ」にてダンスパフォー
マンスを行い、ついに海外進出も果たしました。これからもクー
ル・ジャパンの旗手の一員として活躍を続けていきます。

受賞担当者のコメント

独立行政法人産業技術総合研究所
知能システム研究部門・副研究部門長

横井 一仁氏

世界で最も人の容姿に近い二足歩行ヒューマノイドロボット



　今回の受賞は福祉車両の社会的認知度の向上につ
ながりました。受賞後にはジョイスティック運転装置を
搭載した試作１号車に車両認可が与えられ、ジョイス
ティックを用いて公道を走行できるようになりました。
　また、ユーザからの問い合わせ、車両の試乗、デモな
どの依頼も増え、社会的な関心が高まっていること、
また実用化が近づきつつあることを実感しています。
今後さらに安全性を向上させ、また操作感にもこだわ
り、快適な運転を実現するジョイスティック運転装置の
完成を目指してゆきたいと考えています。

受賞担当者のコメント

東京農工大学工学研究院　准教授
和田 正義氏

重度障害者の自動車運転を可能にする装置



　優秀賞を頂戴し誠にありがとうございます。ゲンコツ・
ロボットは、そのユニークなネーミングと愛嬌のある外
観、そして目にも止まらぬ素早く器用な動きを多くのお
客様から大変に好評いただいております。今までロボッ
トを使ったことのないお客様に「使ってみようか」と思わ
せることができ、また、「ゲンコツ」という名前は弊社の
ブランドとして広く深く様々な分野で浸透したことを実
感しています。今後もお客様のご要望に応え、一件一件
丁寧に生産設備の自動化のお手伝いをしてまいります。

受賞担当者のコメント

基本ロボット研究所ハンドリングロボット開発部　部長
木下 聡氏

ゲンコツ・ロボットシリーズ



　受賞後、しばらく反応がありませんでしたが３月の震
災、原発事故以降展示会では海外製ロボットのニュー
スに何故国産ロボットが活躍しないのかと苦言を多数
いただき、われわれの活動のさらなる底上げに繋がり
ました。
　また、警視及び消防のロボットを受注、各省庁や電力
会社等から問い合わせがあり、改めてロボット大賞受
賞の見えない力を感じています。

受賞担当者のコメント

三菱電機特機システム（株）　営業本部電子営業部　部長代理
鈴木 健氏

災害現場で活躍するタフな情報収集ロボット



　起業後間もないベンチャーにも関わらず、技術と実績を
認めて賞を頂けたことに感謝しております。その後は、初め
て当社の技術を紹介する場合でも、信頼性や認証の意義に
ついて、真剣に考えてもらえるようになりました。また海外
でも当社のD3モジュールが採用され始めております。
サービスロボットの国際安全規格ISO13482の発行もま
ぢかとなり、今後サービスロボットの実用化の進展ととも
に、認証で安全を保証する、当社の技術が重要な役割を果
たすようになると考えております。これからもますます努力
して参りますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

受賞担当者のコメント

（株）D3基盤技術　取締役
中坊 嘉宏氏

サービスロボットの安全を保証するD3モジュール


